
島
津
義
弘
年
譜

一
五
三
五
年
（
天
文
四
年
）

　
伊
作
城
で
生
ま
れ
る

一
五
五
四
年
（
天
文
二
三
年
）

　
岩
剣
城
攻
め
で
初
陣
【
合
戦
記
】

一
五
六
〇
年
（
永
禄
三
年
）

　
日
向
国
飫
肥
領
主
の
島
津
忠
親
の
養
子
と
な
り

　
飫
肥
に
三
年
在
番
す
る

一
五
六
二
年
（
永
禄
五
年
）

　
養
子
縁
組
を
解
消
し
て
飫
肥
よ
り
戻
る

　
横
川
城
の
戦
い
に
参
加

一
五
六
四
年
（
永
禄
七
年
）

　
日
向
国
真
幸
院
の
領
主
に
な
り
、
飯
野
城
に
入
る

一
五
六
七
年
（
永
禄
一
〇
年
）

　
菱
刈
氏
と
の
戦
い
に
出
陣
、
馬
越
城
を
陥
落
さ
せ
る

一
五
七
二
年
（
元
亀
三
年
）

　
木
崎
原
の
戦
い
【
合
戦
記
】

一
五
七
七
年
（
天
正
五
年
）

　
伊
東
氏
を
破
り
、
日
向
国
が
島
津
氏
の
領
有
と
な
る

一
五
七
八
年
（
天
正
六
年
）

　
耳
川
の
戦
い
（
高
城
川
の
戦
い
）【
合
戦
記
】

一
五
八
一
年
（
天
正
九
年
）

　
肥
後
国
南
部
の
相
良
氏
を
降
伏
さ
せ
る

一
五
八
四
年
（
天
正
一
二
年
）

　
肥
後
平
定
の
た
め
八
代
に
入
る

一
五
八
五
年
（
天
正
一
三
年
）

　
守
護
代
と
な
り
、
肥
後
の
八
代
に
在
番

　
阿
蘇
氏
な
ど
を
下
し
て
肥
後
を
平
定
す
る

一
五
八
六
年
（
天
正
一
四
年
）

　
大
友
領
内
へ
侵
攻
、
義
弘
は
肥
後
よ
り
軍
を
進
め
る

　
筑
前
国
の
岩
屋
城
、
豊
後
国
の
高
城
な
ど
を
落
と
す

　
名
を
「
義
珍
（
よ
し
た
か
）」
と
す
る

　
島
津
氏
が
停
戦
命
令
を
拒
否
し
た
た
め
、

　
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定
の
た
め
に
大
軍
勢
を
送
り
込
む

【
合
戦
記
】

一
五
八
七
年
（
天
正
一
五
年
）

　
豊
臣
軍
に
抵
抗
す
る
も
、
当
主
の
義
久
が
降
伏

　
名
を
「
義
弘
」
と
す
る

　
義
弘
は
抗
戦
の
構
え
を
見
せ
る
が
義
久
の
説
得
で
降
伏

　
島
津
氏
は
薩
摩
と
大
隅
、
日
向
の
一
部
を
安
堵
さ
れ
る

一
五
八
八
年
（
天
正
一
六
年
）

　
上
洛
し
て
豊
臣
秀
吉
に
謁
見
、
豊
臣
姓
を
下
賜
さ
れ
る

一
五
九
〇
年
（
天
正
一
八
年
）

　
飯
野
か
ら
栗
野
に
居
城
を
移
す

一
五
九
二
年
（
天
正
二
〇
年
）

　
朝
鮮
へ
出
陣
（
文
禄
の
役
）

一
五
九
五
年
（
文
禄
四
年
）

　
朝
鮮
よ
り
帰
国

　
栗
野
か
ら
帖
佐
に
居
城
を
移
す

一
五
九
七
年
（
慶
長
二
年
）

　
二
度
目
の
朝
鮮
出
陣
（
慶
長
の
役
）

　
巨
済
島
海
戦
や
南
原
の
戦
い
な
ど
で
活
躍

一
五
九
八
年
（
慶
長
三
年
）

　
泗
川
の
戦
い
【
合
戦
記
】

　
朝
鮮
よ
り
帰
国

一
五
九
九
年
（
慶
長
四
年
）

　
剃
髪
し
て
「
惟
新
」
と
号
す

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
年
）

　
関
ヶ
原
の
戦
い
【
合
戦
記
】

一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
年
）

　
島
津
家
本
領
安
堵
、
義
弘
も
罪
に
問
わ
れ
ず

一
六
〇
六
年
（
慶
長
一
一
年
）

　
帖
佐
か
ら
平
松
に
居
城
を
移
す

一
六
〇
七
年
（
慶
長
一
二
年
）

　
平
松
か
ら
加
治
木
に
居
城
を
移
す

一
六
一
九
年
（
元
和
五
年
）

　
加
治
木
で
逝
去

義弘の主な拠点
1554~1560

平松（岩剣城・平松城）

1595~1606

帖佐（帖佐館）

1607~1619

加治木（加治木館）

1606~1607

平松（平松城）

島津義弘系譜略図

家
久
（
一
五
四
七
年
〜
一
五
八
七
年
）

貴
久
の
四
男
。
戦
国
時
代
で

指
折
り
の
戦
上
手
。
沖
田
畷

の
戦
い
で
は
数
倍
も
の
敵
軍

勢
を
壊
滅
さ
せ
ま
し
た
。

貴
久
（
一
五
一
四
年
〜
一
五
七
一
年
）

第
十
五
代
当
主
。
反
抗
勢
力

と
の
戦
い
を
制
し
て
薩
摩
を

ほ
ぼ
平
定
。
戦
国
大
名
と
し

て
足
場
を
固
め
ま
し
た
。

豊
久
（
一
五
七
〇
年
〜
一
六
〇
〇
年
）

家
久
の
長
男
。
義
弘
を
父
の

よ
う
に
慕
う
。
関
ヶ
原
の
戦

い
で
義
弘
を
逃
が
す
た
め
に

奮
戦
。
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

久
保
（
一
五
七
三
年
〜
一
五
九
三
年
）

義
弘
の
次
男
。
島
津
家
の
後

継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
朝
鮮
の
陣
中
で

若
く
し
て
病
没
し
ま
し
た
。

忠
恒
（
一
五
七
六
年
〜
一
六
三
八
年
）

（
家
久
）

義
弘
の
三
男
。
薩
摩
藩
の
初

代
藩
主
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の

あ
と
は
義
久
と
と
も
に
戦
後

処
理
に
奔
走
し
ま
し
た
。 

歳
久
（
一
五
三
七
年
〜
一
五
九
二
年
）

貴
久
の
三
男
。
豊
臣
秀
吉
の

籠
に
矢
を
射
か
け
る
な
ど
、

豊
臣
軍
に
対
し
て
最
後
ま
で

抵
抗
し
ま
し
た
。

義
弘

義
久
（
一
五
三
三
年
〜
一
六
一
一
年
）

貴
久
の
長
男
。
第
十
六
代
当

主
。
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
を

平
定
し
、
さ
ら
に
九
州
北
部

へ
と
勢
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

忠
良
（
一
四
九
二
年
〜
一
五
六
八
年
）

（
日
新
斎
）

伊
作
島
津
家
の
第
十
代
当
主
。

息
子
の
貴
久
に
島
津
宗
家
を

相
続
さ
せ
、
薩
摩
で
の
主
導

権
を
握
り
ま
し
た
。

部
下
思
い

朝
鮮
出
兵
で
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
日

本
軍
で
は
凍
死
者
が
続
出
。
し
か
し
、

島
津
隊
に
は
ひ
と
り
も
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
義
弘
は
兵
士
た
ち
と
寝
食
を

と
も
に
し
、
火
が
不
足
し
て
い
な
い

か
常
に
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

部

自
在
に
馬
を
操
る

八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
義
弘
は
悠
々
と
馬
を
乗
り

こ
な
し
、
山
を
駆
け
下
る
と
、
慌
て
て
追
い
か
け

た
若
い
家
来
達
の
ほ
う
が
落
馬
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
太
鼓
踊
り
の
衆
を
二
列
に
並
べ
「
あ

の
間
を
駆
け
て
み
よ
」
と
部
下
に
命
じ
ま
す
が
、

馬
が
鉦
鼓
の
音
に
驚
い
て
動
こ
う
と
せ
ず
、「
俺

が
や
っ
て
み
よ
う
」
と
義
弘
が
ム
チ
を
入
れ
る
と
、

馬
は
列
の
間
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

馬

敵
も
味
方
も
供
養

木
崎
原
合
戦
で
は
島
津
軍
・
伊
東
軍
と
も
に

多
く
の
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
供
養

の
た
め
に
義
弘
は
六
地
蔵
塔
を
建
て
て
い
ま

す
。
朝
鮮
の
戦
い
か
ら
帰
っ
た
あ
と
に
は
、
紀

伊
国
（
和
歌
山
県
）
の
高
野
山
に
供
養
搭
を

建
立
。
碑
文
に
は
「
敵
も
味
方
も
平
等
に
供

養
す
る
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

敵

戦
場
の
名
医

義
弘
は
医
術
を
習
得
し
て
い
て
、
戦
場
で
は
兵

士
の
傷
を
治
し
て
い
ま
し
た
。
義
弘
配
下
の
木

脇
祐
秀
は
朝
鮮
の
海
戦
で
矢
を
受
け
た
際
に
、

義
弘
の
治
療
で
息
を
吹
き
返
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
義
弘
の
た
め
に
命
を
か
け
て
働
き
ま
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い
で
も
奮
戦
し
、
義
弘
を
守
り
抜

き
、
最
期
は
義
弘
を
追
っ
て
殉
死
し
ま
し
た
。

医

愛
妻
家

妻
宛
の
手
紙
が
多
く
残
り
、
義
弘
が
愛

妻
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

朝
鮮
か
ら
の
便
り
に
は
「
今
夜
も
そ
な

た
を
夢
に
ミ
ま
い
ら
せ
（
今
夜
も
あ
な

た
を
夢
に
見
た
よ
）」
と
い
っ
た
こ
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。

愛

文
化
人

義
弘
は
学
問
に
秀
で
、
教
養
あ
る
文

化
人
で
し
た
。
茶
道
も
た
し
な
み
、

千
利
休
の
教
え
も
受
け
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
か
ら
茶
器
を
賜
っ
た
と
い

う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

文

戦
場
に
猫

義
弘
は
朝
鮮
に
七
匹
の
猫
を
連
れ

て
い
き
ま
し
た
。
猫
の
目
を
見
て

時
刻
を
知
り
、
戦
闘
に
活
か
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
匹
は
日
本

に
生
還
し
ま
し
た
。

猫

三方は切り立った崖で、残
る一方は白銀坂から伸びる
尾根につながっています。
山頂の標高は約220m。登
山道もあり、曲輪跡や石垣
などが残っています。

白砂青松の砂浜で、遠浅の海
には干潮時に干潟も出現しま
す。一帯は霧島錦江湾国立公
園にも指定。岩剣城攻めでは
島津軍は船も使っていて、こ
の付近に上陸しています。

義弘の愛馬「膝跪騂」の墓。
木崎原の戦いで敵に槍を突か
れた際、膝をついて義弘を守っ
たとされています。かなりの長
命で、義弘とともに各地を転
戦しました。

山中に苔むした石畳の道が続く。
江戸時代初め頃より薩摩藩の主要
街道として整備され、参勤交代や
物資輸送などで使われました。国
指定史跡。

文禄４年（1595）より約10年間にわ
たって義弘が居館としました。当
時の石垣が残っていて、敷地には
稲荷神社があります。

帖佐御屋地の一部で、義弘の看経
所（仏前で経文を黙読する場所）
があったとされています。のちに
花園寺が建立され、枯山水の跡な
どその痕跡を見ることができます。
南側には石垣も残っています。

高さ46m、幅43m。水量があるとき
は大迫力。豪快な景観が魅力です。「日
本の滝百選」にも選ばれています。 

薩摩国と大隅国の境界にあ
たり、険しい地形から難所と
されていました。岩剣城攻め
で、義弘はここに陣を構えま
した。江戸時代に整備され
た石畳の道が現在も残って
います。国指定史跡。

義弘は岩剣城の在番を命じ
られますが、山上では不便な
ために麓に平松城を築城。こ
こを居館としました。現在は
小学校になっていて、当時の
石垣を見ることができます。

広大な山城で、蒲生氏
が本拠地としていまし
た。今は公園になって
いて遊歩道も整備。曲
輪の痕跡などがよく
残っています。春は桜
が咲き乱れ、花見の名
所にもなっています。

島
津
義
弘
の
生
涯

　
島
津
家
の
勢
力
拡
大
の
最
前
線
に
常
に
身
を
置
き
、
豊
臣
政
権

下
で
は
朝
鮮
で
戦
い
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
も
強
烈
な
存
在
感
を

放
っ
た
武
将
、
島
津
義
弘
。
そ
の
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
武
功
は
、

現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
姶
良
市
は
島
津
義
弘
と
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
で
す
。
こ
こ
で
初

陣
を
飾
り
、
武
将
と
し
て
の
活
躍
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

再
び
こ
の
地
に
戻
り
、
晩
年
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
島
津
義
弘
ゆ
か
り
の
地
を
た
ど
り
、
そ
の
武
人
と
し
て
の
息
吹
、

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
た
人
柄
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

いわつるぎじょうあと

岩剣城跡

蒲生城跡
かもうじょうあと

（蒲生城山公園）

しらかねざか

白銀坂

（重富海水浴場）

しげとみかいがん

重富海岸

平松城跡
ひらまつじょうあと

ひざつきくりげ

膝跪騂の墓

島津義弘を主祭神とす
る。かつて「本誓寺」と
いう義弘の菩提寺があ
りました。明治の廃仏毀
釈で廃寺となったあと、
精矛神社がその役割を
引き継ぎました。

くわしほこじんじゃ

精矛神社

大隅合戦でも戦場となりまし
た。域内には神社があり、義弘
も祈願に訪れています。関ヶ
原から帰還できたお礼に、三
十六歌仙の額を奉納しました。

義弘の逝去に殉じて７人がこ
の地で自決しました。彼らの殉
死をしのび、安永５年（1776）
に石碑、天明５年（1786）に石
灯篭が建立されました。

じっそうじかわら

実窓寺磧

もともとは「瓜生野
城」。戦国期は廃城
となっていました
が、関ヶ原の戦いの
直後に義弘により改
修されました。

義弘が慶長12年（1607）より
居館とし、ここで晩年を過
ごしました。護国神社のあ
る一角には石垣や石橋など
が残る。「義弘公薨去地碑」
もあります。

かじきしまづやかたあと

加治木島津屋形跡
龍門司坂
たつもんじざか

りゅうもんだき

龍門滝

かえんじあとあとこうえん

花園寺跡公園

ちょうさおやじあと

帖佐御屋地跡

蒲生八幡神社の大クスは推
定樹齢1500年で、根回り約
33.5m、高さ約30m。環境
庁の調査で「日本一の巨樹」
と認定されています。国特
別天然記念物にも指定。義
弘はこの神社を崇敬し、社
殿を再興しています。 

かもう

蒲生の大クス

けんしょうじょうあと

建昌城跡

MAP. Ｄ‐8

MAP. E‐9

MAP. D‐8

MAP. E‐6

MAP. G‐7

MAP. E‐6

MAP. E‐7

MAP. F‐7

MAP. G‐7

MAP. C‐6

MAP. G‐6

MAP. G‐6

MAP. E‐7

MAP. E‐7

MAP. Ｃ‐6

MAP. Ｅ‐9

ひらやまじょうあと

平山城跡
（帖佐新正八幡神社）

島津義弘像
（尚古集成館蔵）

姶良市平松 5219-6

姶良市平松 7703-4
姶良市鍋倉 1332

姶良市加治木町木田 5088-1

姶良市加治木町木田 5266-1

姶良市加治木町日木山 308-1

姶良市蒲生町上久徳 2259-1

姶良市加治木町仮屋町 213 姶良市加治木町木田 4015-5

姶良市鍋倉 1129-8

姶良市西餅田 2185

姶良市鍋倉 776

姶良市鍋倉 775-3

姶良市平松 5636

姶良市蒲生町久末 3459-1

姶良市脇元 3091

た
だ
よ
し

よ
し
ひ
さ

ひ
さ
や
す

た
だ
つ
ね

と
よ
ひ
さ

と
し
ひ
さ

い
え
ひ
さ

た
か
ひ
さ


